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【背景】二酸化チタン（TiO2）は優れた光触媒材料として知られており、有害物質の浄化や水分

解による水素エネルギー生成などの応用が期待されている。TiO2 上の触媒反応において、表面に

吸着した酸素原子（Oad）や、水素原子との複合物である活性酸素種（OH, H2O2など）の働きが重

要であることが分かっており、その吸着状態や反応経路の解明に関する研究が多く行われてきた

[1-4]。しかし、これらの先行研究は走査型トンネル顕微鏡（STM）によるものがほとんどであり、

原子間力顕微鏡（AFM）による報告はほとんどない。AFM は STM とは異なる情報を与えてくれ

るので、触媒反応のメカニズムを理解するうえで AFMによる観測が期待されている。 

【実験と結果】本研究では、NC-AFM (𝑇 = 80 K)を用いて TiO2表面の Ti 列上に吸着したヒド

ロキシ基（OHt）の観察を行った。その結果、探針・試料間距離と印加電圧に応じて OHtは二つの

吸着状態を示すことが分かった（Fig. 1）。この二つの吸着状態の変化は可逆であり、探針・試料間

距離と印加電圧を操作することによって二つの吸着状態を行き来する様子を観察することができ

た。これらの異なる吸着状態は STMでは観察できなかったものであり、今後他の吸着物に対して

も AFMによる吸着状態の解明が期待される。 
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Fig. 1 AFM images of OHt on Ti row of the TiO2(110) surface. (a) Δ𝑓 = −620 Hz, 𝑉DC = 0 V, 

(b) Δ𝑓 = −622 Hz, 𝑉DC = 1.6 V, and (c) Corresponding ball model. 
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